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　▲実践運動総会全体会

◆
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実

践
運
動
）
備
後
教
区
委
員
会
総
会
・
事

業
推
進
委
員
会
全
体
会

　

去
る
７
月
17
日
（
金
）、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
開
催
が
遅
れ
て
い
た
、
御
同
朋
の
社

会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
備
後

教
区
委
員
会
総
会
・
事
業
推
進
委
員
会

全
体
会
を
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
開
催

し
40
名
が
出
席
し
た
。

　

実
践
運
動
は
、
本
年
度
よ
り
第
４
期

の
推
進
期
間
（
令
和
２
年
度
～
令
和
５

年
度
）
を
迎
え
、
前
期
に
引
き
続
き
、

宗
門
全
体
の
実
践
目
標
と
し
て
、「〈
貧

困
の
克
服
に
向
け
て 

～Dāna for 
W

orld Peace

～ 

〉 

―
子
ど
も
た
ち
を

育
む
た
め
に
ー
」
を
取
り
組
む
こ
と
と

な
る
。

　

総
会
全
体
会
で
は
、
ま
ず
新
任
期
に

伴
う
役
職
選
任
を
行
っ
た
後
、
今
期
推

進
に
向
け
た
方
向
性
を
確
認
し
た
。
今

期
よ
り
、
宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
現
場
役
職
と

し
て
各
組
に
も
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
一
條
博
堂 

教
区
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
組

間
の
情
報
交
換
を
行
う
為
の
協
議
会
を

設
置
し
て
第
３
期
に
お
け
る
成
果
と
課

題
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る

の
か
を
模
索
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要
スローガン並びにロゴマーク決定

スローガン：「ご縁を慶び、お念仏とともに」
慶讃法要日程２０２３（令和５）年

第１期　3 月 29 日～ 4 月 3 日

第２期　4 月 10 日～ 4 月 15 日

第３期　4 月 24 日～ 4 月 29 日

第 4 期　５ 月 6 日 ～ 5 月 11 日

第 5 期　5 月 16 日～ 5 月 21 日
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備
後
教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①

ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

　

結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ

実
践
目
標

　
〈
貧
困
の
克
服
に
向
け
て 

～Dāna 
for W

orld Peace

～
〉 

―
子
ど
も
た

ち
を
育

は
ぐ
くむ

た
め
に
ー

期　
　

間

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
～

　

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度

達
成
目
標

　

経
済
的
貧
困
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

心
の
貧
困
の
克
服
に
向
け
、
寺
院
と
地

域
、
若
年
層
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
。

推
進
計
画

・
令
和
２
年
度

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

を
開
催
し
、
各
地
域
の
現
状
に
つ
い
て

情
報
交
換
す
る
と
と
も
に
、
心
の
貧
困

の
克
服
に
向
け
て
、
寺
院
が
地
域
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
て
る
か

に
つ
い
て
協
議
す
る
。

・
令
和
３
年
度

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

を
開
催
し
、
各
地
域
の
現
状
に
つ
い
て

情
報
交
換
す
る
と
と
も
に
、
心
の
貧
困

の
克
服
に
向
け
て
、
寺
院
が
地
域
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
て
る
か

に
つ
い
て
協
議
し
、
具
体
化
す
る
。

・
令
和
４
年
度

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

を
開
催
し
、
各
地
域
の
現
状
に
つ
い
て

情
報
交
換
す
る
と
と
も
に
、
心
の
貧
困

の
克
服
に
向
け
て
、
寺
院
が
地
域
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
て
る
か

に
つ
い
て
協
議
し
、
具
体
化
す
る
。

・
令
和
５
年
度

実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
点
検
・
総
括

し
、
次
期
推
進
期
間
に
つ
な
げ
る
。

備
後
教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②

　

ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

　
　

結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ

実
践
目
標

①
門
信
徒
と
僧
侶
が
一
体
と
な
っ
て
、

　

浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
広
め
る
。

②
現
代
の
伝
道
の
在
り
方
を
工
夫
し
、

　

実
践
す
る
。

③
念
仏
者
と
し
て
非
戦
平
和
・
人
権
尊
重

　

の
活
動
を
進
め
、そ
の
思
い
を
伝
え
る
。

期　
　

間

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
～

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度

達
成
目
標
並
び
に
推
進
計
画

■
門
信
徒
部
会

達
成
目
標

　

門
信
徒
と
僧
侶
が
連
携
し
、
共
に
み

教
え
を
学
び
、
深
め
、
伝
え
て
い
く
場

を
提
供
す
る
。

（
組
実
践
運
動
推
進
協
議
会
の
充
実
、

全
組
連
研
開
催
、中
央
教
修
受
講
奨
励
、

門
信
徒
の
つ
ど
い
拡
充
）

推
進
計
画

・
令
和
２
年
度
―
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

再
点
検
見
直
し
を
行
う
。

・
令
和
３
年
度
―
状
況
に
応
じ
、
達
成

目
標
に
あ
る
事
項
に
つ
い
て
具
体
化
し

実
践
す
る
。

・
令
和
４
年
度
―
状
況
に
応
じ
、
達
成

目
標
に
あ
る
事
項
に
つ
い
て
具
体
化
し

実
践
す
る
。

・
令
和
５
年
度
―
状
況
に
応
じ
、
達
成

目
標
に
あ
る
事
項
に
つ
い
て
具
体
化
し

実
践
す
る
と
と
も
に
、
今
期
事
業
に
つ

い
て
の
点
検
総
括
を
行
う
。

■
広
報
伝
道
部
会

達
成
目
標

備
後
教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定

※
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

　
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
は
、『
宗
制
』
に
掲
げ
る

「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
と

い
う
基
本
理
念
を
体
し
て
、
宗
門
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
が
参
画
し
実
践

す
る
運
動
で
す
。
そ
の
推
進
の
中
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
実
践
運
動
総

合
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
社
会
へ
の
具
体
的
な
貢
献
を
め
ざ
し
、
実
践
目
標

を
定
め
、
年
限
を
区
切
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
遅
れ
が
生
じ
て
い
た
が
、各
種
会
合
で
の
協
議
承
認
を
経
て
、

正
式
に
「
備
後
教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
策
定
さ
れ
た
。
前
期
（
第
３
期
）

を
踏
襲
す
る
か
た
ち
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①
に
つ
い
て
は
、
宗
門
全
体
で

取
り
組
む
実
践
目
標
を
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
に
つ
い
て
は
、
門
信
徒
部
会
・

広
報
伝
道
部
会
・
同
朋
社
会
部
会
の
取
り
組
み
を
３
本
柱
と
し
た
教
区
独
自
の

実
践
目
標
を
掲
げ
、
今
後
教
区
一
体
と
な
り
運
動
推
進
し
て
い
く
。

　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
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９
月
７
日
（
月
）、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後

主
催
に
よ
る
「
や
す
ら
ぎ
講
座
」
が
本

願
寺
備
後
教
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
鑑

み
、
例
年
よ
り
時
間
を
短
縮
し
て
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
12
名
の
参
加
を
い
た

だ
い
た
。
講
師
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

宅

老
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

ぴ
っ
ぱ
ら
代
表

の
德
正
俊
平
先
生
（
安
芸
教
区 

賀
茂

東
組 

徳
正
寺 

住
職
）
を
お
招
き
し
、

「
居
場
所
っ
て
あ
り
ま
す
か
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
講
演
で
は
、

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

影
響
か
ら
、
人
々
が
以
前
に
も
増
し

て
、
他
人
と
自
分
と
を
比
較
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起

を
さ
れ
、
感
染
し
て
も
、
安
心
し
て
治

療
に
専
念
で
き
る
社
会
の
あ
り
方
と
は

　

長
年
に
わ
た
り
「
現
代
に
お
け
る
真

宗
伝
道
の
課
題
」
と
い
う
こ
と
で
論
じ

ら
れ
て
き
た
が
、
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
改
め
て
「
伝
道
の
課
題
」
な
ら

び
に
寺
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
き
た
い
。

推
進
計
画

・
令
和
２
年
度
―
広
報
伝
道
部
内
に
担

当
部
署
を
設
置
し
、
広
報
伝
道
に
お
け

る
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
と

と
も
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
く
。

・
令
和
３
年
度
―
広
報
伝
道
に
お
け
る

現
状
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と

も
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
く
。
ま
た
現
状
の
課
題
に
つ
い
て

集
約
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
改
善
策

を
提
案
し
て
い
く
。

・
令
和
４
年
度
―
広
報
伝
道
に
お
け
る

現
状
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と

も
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
く
。
ま
た
現
状
の
課
題
に
つ
い
て

集
約
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
改
善
策

を
提
案
し
て
い
く
。

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
迎
え
る
「
親

鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗

８
０
０
年
慶
讃
法
要
」を
告
知
し
て
い
く
。

・
令
和
５
年
度
―
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
に
迎
え
る
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃

法
要
」
を
告
知
し
て
い
く
。

■
同
朋
社
会
部
会

達
成
目
標

　

今
を
新
た
な
戦
前
に
し
な
い
た
め
、

非
戦
平
和
の
営
み
に
学
び
、
戦
争
と

は
？
人
権
侵
害
と
は
？
に
つ
い
て
の
学

び
を
深
め
る
こ
と
で
、
念
仏
者
と
し
て

何
が
発
信
で
き
る
か
を
考
え
、
次
世
代

に
つ
な
げ
る
。

推
進
計
画

・
令
和
２
年
度
―
実
践
運
動
推
進
に
向

け
た
企
画
の
検
討
。
達
成
目
標
に
あ
る

事
項
を
具
体
化
・
実
践
し
、
検
討
す
る
。

・
令
和
３
年
度
―
実
践
運
動
推
進
に
向

け
た
企
画
を
具
体
化
す
る
。
達
成
目
標

に
あ
る
事
項
を
具
体
化
・
実
践
し
、
検

討
す
る
。　

・
令
和
４
年
度
―
実
践
運
動
推
進
に
向

け
た
企
画
を
実
施
し
、
改
善
す
る
。

達
成
目
標
に
あ
る
事
項
を
具
体
化
・
実

践
し
、
検
討
す
る
。

・
令
和
５
年
度
―
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
、
実
践
運
動
推
進
に
向
け
た
企
画
を

実
施
す
る
。
達
成
目
標
に
あ
る
事
項
を

具
体
化
・
実
践
し
、
検
討
す
る
。

Ｎｅｗｓ
　   ＆
活動情報

何
か
、
本
当
の
安
心
と
は
何
か
に
つ
い

て
、
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

８
月
31
日
、
今
年
度
に
入
っ
て
最
初
の

真
宗
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
対
策
を
講
じ

て
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
僧
侶
・
門
信

徒
を
含
む
50
名
の
参
加
を
い
た
だ
い

た
。

　

今
年
度
も
講
師
に
、
安
方
哲
爾
先

生(

大
阪
教
区 

南
郡
組 

正
満
寺 

前
住

職)

を
お
招
き
し
、
講
義
を
い
た
だ
い

た
。
例
年
は
「
安
心
論
題
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
た
が
、
今
年
度
よ
り
「
一
生

に
一
度
は
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文

類
』（『
教
行
信
証
』）
を
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
元
、
宗
祖

親
鸞
聖
人
が
著
さ
れ
た
『
教
行
信
証
』

を
共
に
拝
読
し
、
研
鑽
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。
親
鸞
聖
人
が
そ
の
生
涯
を

か
け
て
著
さ
れ
た
、
お
念
仏
一
つ
の
救

い
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
を

得
ら
れ
た
。

広
報
伝
道
部
会

　
真
宗
講
座
　
第
25
回

ビ
ハ
ー
ラ

　
や
す
ら
ぎ
講
座
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第
40
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

Ｗ
ｅ
ｂ
参
拝

　

去
る
９
月
18
日
（
金
）、
東
京
の
国

立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
て
千
鳥
ヶ

淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
が
勤
修
さ
れ

た
。
戦
争
に
よ
っ
て
尊
い
い
の
ち
を
失

わ
れ
た
す
べ
て
の
方
が
た
を
追
悼
し
、

悲
惨
な
戦
争
を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
平
和
へ
の
決
意
を
確
認

す
る
た
め
、
１
９
８
１(

昭
和
56)
年

か
ら
毎
年
お
勤
め
さ
れ
る
法
要
は
今
年

で
第
40
回
と
な
る
。

　

戦
後
75
年
と
い
う
節
目
に
当
た
る
今

年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
一
般
参
拝
は
中
止
と
な

り
、
関
係
者
の
み
で
お
勤
め
と
な
っ

た
。
当
日
は
、
墓
苑
と
全
国
32
か
所
の

拠
点
（
教
区
・
沖
縄
県
宗
務
特
別
区
）

を
繋
ぐ
と
と
も
に
、
法
要
が
ラ
イ
ブ
動

画youtube

に
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
さ
れ
、

本
願
寺
備
後

教
堂
に
お
い

て
も
、
墓
苑

に
て
行
わ
れ

た
平
和
の
鐘

に
あ
わ
せ
喚

９
月
23
日

（
水
）、
三
次

組
西
福
寺

（
常
光
香
誓

住
職
）
の

ご
協
力
の

も
と
備
後

教
区
布
教

団
特
別
布

教
大
会
を
会
所
秋
季
彼
岸
法
要
に
併
修

し
開
催
し
た
。
布
教
団
よ
り
、
一
席
目 

佐
藤
知
水
団
員
（
中
組 

光
栄
寺
）、
二

席
目 

田
井 

智
彦
団
員(

備
中
里
組 
蓮

乗
寺)

、三
席
目 

藤
井
義
英 

副
団
長（
比

婆
組　

西
教
寺
）
の
３
名
が
出
講
し
、

会
所
門
信
徒
の
皆
さ
ま
と
共
ど
も
に
阿

弥
陀
さ
ま
の
お
心
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
大
会
と
な
っ
た
。

　▲ライブ動画を通して参拝

 

布 

教 

団

　
特
別
布
教
大
会

鐘
を
つ
き
、
主
管
・
職
員
共
々
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
法
要
の

様
子
を
見
な
が
ら
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　　　　　　　　2020（令和 2）年度

本願寺備後教堂　報恩講法要のご案内
　このたび、親鸞聖人のご遺徳を偲ぶ「本願寺備後教堂報恩講法要」を 11 月 30 日（月）にお迎
えいたします。
　例年、有縁の皆さまと共どもに勤修いたしておりますが、本年度はコロナウイルス感染症の状況
を鑑み、本願寺備後教堂並びに備後教区役職者のみで勤修いたしますので、何卒、ご理解のほどよ
ろしくお願い申し上げます。
　当日の模様は、インターネット上の動画共有サイト ｢YouTube｣（ユーチューブ）にライブ配信
を予定しておりますので、恐れ入りますが下記のＱＲコード及びＵＲＬよりご参拝くださいますよ
う重ねてお願い申し上げます。
　
期　  日　　２０２０（令和２）年１１月３０日（月）
　
　　　　　　満座法要 13:30 ～「廣文類作法」
会　所　　本願寺備後教堂　福山市東町２丁目４－５
講　師　　蔀 晃尊 師（本願寺派布教使・三次組 圓勝寺 住職）
講　題　   「慈悲充満」

◀参拝ＱＲコード

参拝ＵＲＬ　
https://youtu.be/Yy_OW2yjlc8 　　　
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御
調
東
組　

大
通
寺　

神
田　

敏
行

　

御
調
西
組　

光
德
寺　

藤
田　

徹
信

　

御
調
西
組　

善
教
寺　

小
島　

信
章

　

世　

羅
組　

了
安
寺　

阿
部　

司
苑

　

世　

羅
組　

照
光
寺　

脇
本　

寿
真

　

世　

羅
組　

正
満
寺　

島
津　

智
子

中
央
委
員

　

三　

谿
組　

立
泉
寺　

一
條　

博
堂

実
践
運
動
教
区
事
業
推
進
委
員
会

※
◆
常
任
委
員

会　

長

◆
教
務
所
長

副
会
長

◆
奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

◆
三　

次
組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

委　

員

　

同
朋
社
会
部
会

　

備
中
里
組　

地
福
寺　

高
橋　

了
融

　

備
中
里
組　

專
教
寺　

佐
々
木
龍
生

　

奥　
　

組　

泉
瀧
寺　

大
塚　

裕
玄

　

鴨　

川
組　

福
泉
坊　

季
平　

芳
照

　

鴨　

川
組　

霊
厳
寺　

龍
華　
　

直

　

鴨
川
北
組　

光
明
寺　

吉
岡　

玲
子

　

鴨
川
北
組　

寶
泉
寺　

佐
藤　

秀
信

　

沼
隈
西
組　

萬
福
寺　

松
林　

英
水

　

比　

婆
組　

西
楽
寺　

千
代
丸
一
明

◆
比　

婆
組　

西
念
寺　

栗
原　

尚
道

◆
三　

次
組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

　

三　

次
組　

東
光
坊　

坂
原　

英
見

　

御
調
東
組　

尊
光
寺　

武
田　

大
俊

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

芳
照

◆
世　

羅
組　

光
永
寺　

毛
利　

慶
典

　

世　

羅
組　

西
教
寺　

曾
我　

憲
真

門
信
徒
部
会

◆
備
中
里
組　

正
専
寺　

田
口　

竹
子

　

中　
　

組　

香
積
寺　

河
本　

光
行

　

中　
　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

知
水

　

中　
　

組　

西
明
寺　

実
相
由
紀
子

◆
奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

◆
深　

津
組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

　

深　

津
組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

　

鴨
川
北
組　

真
光
寺　

古
孝　

隆
範

　

沼
隈
西
組　

西
明
寺　

赤
柴　

証
悟

　

沼
隈
西
組　

淨
泉
坊　

桜
田　

淑
子

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

杉
原　

静
子

　

沼
隈
南
組　

西
光
寺　

箱
田　

義
信

　

神　

石
組　

泉
正
寺　

小
林　

元
治

　

三　

谿
組　

照
善
坊　

福
間　

真
也

　

比　

婆
組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

　

比　

婆
組　

勝
光
寺　

渡
邉　

信
樹

　

三　

次
組　

常
順
寺　

高
樋　

法
明

　

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

願
生

　

御
調
西
組　

憲
徳
寺　

安
棟　

信
雄

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

広
報
伝
道
部
会

　

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

　

深　

津
組　

光
圓
寺　

平
山　

智
正

　

鴨　

川
組　

浄
光
寺　

小
林　

朋
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

[

敬
称
略]

実
践
運
動
教
区
委
員
会

※
◆
常
任
委
員

委
員
長

◆
教
務
所
長

副
委
員
長

◆
御
調
西
組　

順
勝
寺　

田
坂　
　

潤

◆
沼
隈
西
組　

西
明
寺　

赤
柴　

証
悟

委　

員

◆
備
中
里
組　

專
教
寺　

佐
々
木
龍
生

　

備
中
里
組　

浄
心
寺　

桝
平　

敬
子

◆
備
中
里
組　

正
専
寺　

田
口　

竹
子

　

中　
　

組　

辻
之
坊　

杉
原　

顯
正

　

奥　
　

組　

泉
瀧
寺　

大
塚　

裕
玄

　

深　

津
組　

專
光
寺　

藤
井　

明
徳

◆
鴨　

川
組　

霊
厳
寺　

龍
華　
　

直

　

鴨
川
北
組　

寶
泉
寺　

佐
藤　

秀
信

　

沼
隈
西
組　

光
讃
寺　

賞
雅　

典
明

◆
沼
隈
西
組　

万
福
寺　

杉
原　

静
子

　

沼
隈
南
組　

西
光
寺　

箱
田　

義
信

　

沼
隈
南
組　

善
正
寺　

那
須　

英
信

　

芦　

田
組　

光
圓
寺　

小
倉　

哲
明

　

神　

石
組　

光
徳
寺　

椙　
　

英
俊

◆
三　

谿
組　

立
泉
寺　

一
條　

博
堂

◆
三　

谿
組　

照
善
坊　

福
間　

真
也

◆
比　

婆
組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

◆
三　

次
組　

東
光
坊　

坂
原　

英
見

　

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

願
生

新
役
員
の
紹
介

10
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

28
日　

青
年
布
教
大
会

　
　
　
　
（
於　

御
調
西
組
順
勝
寺
）

29
日　

臨
時
教
区
会

31
日　

仏
壮
研
修
会

11
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

11
日　

教
堂
常
例
法
座

16
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

30
日　

教
堂
報
恩
講

12
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

１
日　

同
朋
社
会
部
会

３
日　

仏
婦
会
員
研
修
会

４
日　

実
践
運
動
事
業
検
討
委
員
会

９
日　

布
教
団
役
員
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

14
日　

環
境
問
題
学
習
会

23
日　

組
長
会

24
日　

第
27
回
真
宗
講
座

今
後
の
予
定

◆
鴨
川
北
組　

圓
福
寺　

三
條　

義
見

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

河
村　

祐
昭

◆
沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

　

沼
隈
南
組　

南
光
坊　

季
平　

芳
道

　

芦　

田
組　

光
明
寺　

千
葉　

隆
誓

　

芦　

田
組　

明
浄
寺　

立
神　

義
昭

　

芦　

田
組　

慶
照
寺　

田
坂　

英
尊

　

神　

石
組　

金
藏
寺　

杉
原　

秀
晃
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比　

婆
組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

※
比　

婆
組　

勝
光
寺　

渡
邉　

信
樹

　

三　

次
組　

東
光
坊　

坂
原　

英
見

※
三　

次
組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

　

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

願
生

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

　

世　

羅
組　

了
安
寺　

阿
部　

司
苑

※
世　

羅
組　

正
満
寺　

島
津　
　

慧

IT
専
門
委
員
会

　

深　

津
組　

専
光
寺　

藤
井　

明
徳

　

深　

津
組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

　

深　

津
組　

法
眞
寺　

生
駄　
　

真

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

沼
隈
南
組　

南
光
坊　

季
平　

芳
道

　

鴨　

川
組　

正
覺
寺　

廣
本　

勝
巳

　

芦　

田
組　

慶
照
寺　

田
坂　

英
尊

    

三　

次
組　

專
正
寺　

深
水　

顕
真

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

教
区
報
専
門
委
員
会

　

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

田
井　

智
彦

　

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

　

深　

津
組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

　

深　

津
組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

三　

次
組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

　

御
調
東
組　

永
正
寺　

柿
原　

興
乗

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

　

世　

羅
組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

Ｆ
Ｍ
専
門
委
員
会

　

中　
　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

知
水

　

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

　

深　

津
組　

光
圓
寺　

平
山　

智
正

　

深　

津
組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

　

深　

津
組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

　

深　

津
組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

大
智

　

深　

津
組　

宝
珠
寺　

水
原　

紫
乃

　

鴨　

川
組　

勝
願
寺　

足
利　

義
信

　

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

佐
々
木
弘
海

　

鴨
川
北
組　

圓
福
寺　

三
條　

義
見

　

沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

　

神　

石
組　

正
善
寺　

熊
原　

得
也

　

三　

次
組　

專
正
寺　

深
水　

顕
真

　

三　

次
組　

西
覺
寺　

伊
川　

大
慶

　

御
調
東
組　

永
正
寺　

柿
原　

興
乘

　

世　

羅
組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

　

世　

羅
組　

善
行
寺　

眞
澄　

慎
一

　

世　

羅
組　

照
明
寺　

菅　
　

治
隆

　

世　

羅
組　

正
満
寺　

島
津　
　

慧

法
式
法
務
専
門
委
員
会

　

深　

津
組　

光
圓
寺　

平
山　

智
正

　

鴨　

川
組　

浄
光
寺　

小
林　

朋
行

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

河
村　

祐
昭

　

芦　

田
組　

光
明
寺　

千
葉　

隆
誓

　

芦　

田
組　

明
浄
寺　

立
神　

義
昭

　

神　

石
組　

正
光
寺　

和
泉　

裕
生

７
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

11
日　

教
堂
常
例
法
座

14
日　

布
教
団
団
長
・
副
団
長
会
議

17
日　

実
践
運
動
教
区
委
員
会
総
会   

              

並
び
に

　
　
　

教
区
事
業
推
進
委
員
会
全
体
会

18 
日　

仏
壮
理
事
会

　
　
　

仏
青
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

20
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

21
日　

組
長
会

　
　
　

寺
院
振
興
委
員
会

28
日　

仏
婦
役
員
会

31
日　

時
局
対
応
委
員
会

８
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

７
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
や
す
ら
ぎ
講
座

11
日　

教
堂
常
例
法
座

20
日　

同
朋
社
会
部
会

24
日　

門
信
徒
部
会

27
日　

災
害
対
策
委
員
会

31
日　

第
25
回
真
宗
講
座

　
　
　

広
報
伝
道
部
会

９
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

１
日　

教
堂
責
役
総
代
会

３
日　

ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会

５
日　

仏
壮
前
評
議
委
員
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

11
日　

教
堂
常
例
法
座

17
日　

選
挙
管
理
委
員
会

23 
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

教
区
月
報

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

　

御
調
東
組　

永
正
寺　

柿
原　

興
乘

　

御
調
東
組　

最
圓
寺　

三
浦　

義
純

◆
世　

羅
組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

　

世　

羅
組　

照
明
寺　

菅　
　

治
隆

　

世　

羅
組　

善
行
寺　

真
澄　

慎
一

教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

　

三　

谿
組　

立
泉
寺　

一
條　

博
堂

組
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
※
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

　

備
中
里
組　

專
教
寺　

佐
々
木
龍
生

　

中　
　

組　

光
福
寺　

釋
圍　

信
隆

※
中　
　

組　

徳
善
寺　

後
谷　

唯
明

　

奥　
　

組　

善
教
寺　

高
下　

信
晃

　

深　

津
組　

專
光
寺　

藤
井　

明
徳

※
深　

津
組　

誓
蓮
寺　

武　
　

史
也

　

鴨　

川
組　

法
光
寺　

玉
井　

弘
行

※
鴨　

川
組　

興
学
寺　

川
上　

浩
照

　

鴨
川
北
組　

寶
泉
寺　

佐
藤　

秀
信

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

河
村　

祐
昭

　

沼
隈
南
組　

南
光
坊　

季
平　

芳
道

※
沼
隈
南
組　

西
光
寺　

箱
田　

義
信

　

芦　

田
組　

光
圓
寺　

小
倉　

哲
明 

※
芦　

田
組　

光
秀
寺　

武
田　

英
城

　

神　

石
組　

金
藏
寺　

杉
原　

秀
晃

　

三　

谿
組　

照
善
坊　

福
間　

真
也

※
三　

谿
組　

善
徳
寺　

長
谷
川
憲
章



 2020( 令和２）年 10 月 26 日　　　　(7)

　

本
願
寺
備
後
教
堂
（
毎
月
11
日
）

　
　

常
例
法
座
案
内

　
　
　
　
　
　

出
講
者
（
敬
称
略
）

11
月

「
お
仏
壇
の
ろ
う
そ
く
は
な
ぜ
灯
す
？
」

　
　

三
次
市　

源
光
寺　

福
間
玄
猷

12
月

「
こ
の
身
に
感
じ
る
お
慈
悲
の
深
さ
」

　
　

神
石
郡　

法
泉
寺　

川
上
順
之

１
月

「
遊
び
の
人
生
」

　
　

福
山
市　

崇
興
寺　

枝
廣
慶
樹

備
中
里
組　

地
福
寺　

様

世  

羅  

組　

西
教
寺　

様

　
　

よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
　

  [

敬
称
略]

深　

津　

組　

專
明
寺　
　

　
　

日
田　

真
介
（
釋
真
誠
）

　
　
　
　
　
（
令
和
２
年
７
月
６
日
付
）

　
　
　

敬　

弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

  [

敬
称
略]

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

世  

羅  

組　

西
教
寺　

前
住
職

　
　

曾
我　

弘
道　
　
（
８
月
９
日
寂
）

備
中
里
組　

大
円
寺　

衆
徒

　
　

奥
村　

昭
道　
　
（
９
月
27
日
寂
）

世  

羅  

組　

圓
流
寺　

前
住
職

　
　

玉
井　

方
之　
　
（
10
月
13
日
寂
）

  [
敬
称
略]

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

沼
隈
西
組　

来
福
寺

　
　

伊
木　
　

求
（
釋
求
導
）

　
　
　
　
　
（
令
和
２
年
５
月
11
日
付
）

　
　
　

特
別
布
教
大
会

                    （
於　

三
次
組
西
福
寺
）

28
日　

布
教
団
団
長
・
副
団
長
会
議

30
日　

実
践
事
業
検
討
委
員
会

　

お
詫
び
と
訂
正

７
月
31
日
発
行
の
教
区
報
１
７
０
号
に

掲
載
し
ま
し
た
ご
尊
名
に
一
部
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
左
記
の
通
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

５
頁　

教
区
会
門
徒
議
員

（
誤
）
深
津
組　

正
善
寺　

石
田 

明
典

（
正
）
深
津
組　

正
善
寺　

石
田 

昭
典

５
頁　

副
組
長

（
誤
）
三
次
組　

常
順
寺　

高
桶 

法
明

（
正
）
三
次
組　

常
順
寺　

高
樋 

法
明

７
頁　

敬
弔

（
誤
）
芦
田
組　

正
満
寺　

前
坊
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俵　

茉
利
子

（
正
）
芦
田
組　

正
満
寺　

前
坊
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俵　

満
利
子

　

御
調
東
組　

最
圓
寺　

三
浦　

義
純

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

　

御
調
西
組　

光
德
寺　

藤
田　

徹
信

同
宗
連
専
門
委
員
会

　

備
中
里
組　

高
運
寺　

塩
田　

由
成

　

中　
　

組　

蓮
通
寺　

三
宅　

法
顕

　

奥　
　

組　

教
蓮
寺　

那
須　

照
嗣

　

深　

津
組　

正
福
寺　

廣
田　

行
宣

　

鴨　

川
組　

霊
厳
寺　

龍
華　
　

直

　

鴨
川
北
組　

光
明
寺　

吉
岡　

隆
義

　

沼
隈
西
組　

来
福
寺　

那
須　

晃
文

　

沼
隈
南
組　

福
泉
坊　

高
山　

秀
基

　

芦　

田
組　

西
福
寺　

山
名　

孝
彰

　

神　

石
組　

正
光
寺　

和
泉　

裕
生

　

三　

谿
組　

法
専
寺　

加
藤　

哲
真

　

比　

婆
組　

西
念
寺　

栗
原　

尚
道

　

三　

次
組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

　

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

博
昭

　

御
調
西
組　

善
教
寺　

小
島　

信
章

　

世　

羅
組　

專
光
寺　

高
丸　

晃
隆

　
　子

ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会

委
員
長

　

三　

谿
組　

照
善
坊　

福
間　

真
也

副
委
員
長

　

深　

津
組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

委　

員

　

奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

　

深　

津
組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

鴨　

川
組　

浄
光
寺　

小
林　

朋
行

　

沼
隈
西
組　

西
明
寺　

赤
柴　

証
悟

　

芦　

田
組　

西
圓
寺　

山
名　

諒
子

　

三　

次
組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

　

世　

羅
組　

照
光
寺　

脇
本　

寿
真

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様
の

ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
の
提
供
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
教
区
報
専
門
委
員

会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

 　
　

℡ (

０
８
４)

９
２
４ -

５
７
５
９

  　

fax (

０
８
４)

９
３
１ -

９
３
２
３
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●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

 〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2

‐
4

‐
5　

　
●

発
行

人
　

教
務

所
長

　
水

上
　

義
乗

　
　

　
●

編
集

　
教

区
報

専
門

委
員

会

　

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
り
、
様
々
な
業
種
が
変
革
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
に

は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
特
に

飲
食
店
や
旅
行
業
に
携
わ
る
方
々
は
大

打
撃
を
受
け
、
廃
業
さ
れ
る
会
社
も
多

く
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
▲
こ
の
よ
う
に

変
革
は
痛
み
を
伴
い
ま
す
が
、
同
時
に

別
の
利
点
を
生
み
ま
す
。
浄
土
真
宗
に

お
い
て
は
「
法
座
・
お
聴
聞
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。
築

地
本
願
寺
で
は
、
常
例
法
座
、
真
宗
連

続
講
座
な
ど
がYouTube

に
て
配
信

さ
れ
10
月
11
日
現
在
81
本
の
動
画
が
公

開
、
５
１
６
０
人
が
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
々
の
真
宗

僧
侶
が
独
自
に
様
々
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
、
御
法
義
繁
盛
に
努
め
て
い
ま
す
▲

全
世
界
か
ら
気
軽
に
お
聴
聞
の
ご
縁
に

遇
う
事
が
で
き
る
環
境
が
加
速
度
的
に

進
ん
だ
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
利
点
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
密
な
交
流
を
避
け
ざ

る
を
得
な
い
時
代
で
あ
っ
て
も
、
身
体

の
密
を
避
け
な
が
ら
、
心
の
密
を
深
め

る
手
立
て
を
模
索
す
る
こ
と
が
で
き
る

時
代
で
あ
る
こ
と
を
有
難
く
思
い
ま

す
。（
Ｅ
・
Ｋ
）

てんぷるらいふプレゼンツ

親鸞聖人御絵伝

～あなたに届く絵ものがたり～

●『御伝鈔』のあらすじとともに、「御絵伝」のあじわいを掲載しています。
●「御絵伝」の図絵に直接人物名などを掲載していますので、大変見やすくなっています。
● B5( 開いて B4) サイズで全 60 ページの大容量！見開きで（２ページかけて）一つの図絵をご紹介して
　いますので、絵が大きく、また細かいところまで「御絵伝」の内容をご覧いただけます。
●報恩講の時期には、御法座などで『御伝鈔』拝読や「御絵伝」解説の補助資料としてもお使いいただけます。
●なるべく平易な表現を心掛け、キャラクター等も用い、どなたでも親しみやすいデザインにいたしました。
●何度でも読み返し、「御絵伝」の味わいを深めることができます。是非ご縁ある方へのプレゼントとし
　てご活用ください。
●コロナ禍によって従来と同じ伝道活動が難しいなか、この書籍を新しい伝道活動の一助としてご活用く
　ださい。てんぷるらいふホームページまたはメールにてご注文承っています。教務所でも販売をしています。
　HP　http://temple-life.namaste.jp/    　　Mail　templelife48@gmail.com　　　
　問い合わせ・注文先　０９０- ７５４６- ９２６４（枝廣）

＊てんぷるらいふとは？
てんぷるらいふは、本願寺派有志のグループです。現在備後教区内の僧侶（枝廣大智・伊川大慶・田坂英尊）
３名で活動しています。寺院活動の手助けになるもの、ご法義繁盛に繋がる物づくり、ご縁づくりなどを
行っています。

『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』
の
解
説
本
で
す
。

「
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
届
い
て
ほ
し
い
」
と
、
思

い
を
込
め
て
１
部
２
０
０
円
で
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

お
一
人
お
一
人
が
、
お
手
元
で
絵
図
を
見
な
が
ら
味

わ
う
こ
と
の
で
き
る
１
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
御
絵

伝
」
に
触
れ
、
ご
一
緒
に
親
鸞
聖
人
の
ご
遺
徳
を
仰

が
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。


